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   小学校理科の導入場面における感動体験が及ぼす学習効果   　 

　～第６学年「土地のつくりと変化」より～

 Learning effects of moving experiences in elementary school science
- From the sixth grade "Land construction and change" -

 Chie SHIMOMURA

Abstract
　In elementary school science lessons, it is considered that how the introduction of a unit can 
impress children greatly affects subsequent learning.　If the lesson is moved by the introduction, the 
students must be interested in the learning contents that follow. Furthermore, it can expect a change 
of how to work on to learning, increase of the learning will, and it is thought that the degree of 
achievement  of  learning  contents  improves.　  In  other  words, it  can  be  expected  that  the 
introduction of lessons can give a positive impact to the learning effect on the children.　Therefore, 
we set up the introductory scenes that give emotions to children in various ways, and investigated 
what kind of emotional factors influence the subsequent learning through the practice of the 
introductory lessons.　The purpose of this research is to clarify the relationship between the 
emotional experience and the learning effect.

Key Words:  感動、感動因子、導入教材、自然体験活動、科学的方法

 
　小学校理科の授業において、単元の導入で如何に
児童に感動 1 )を与えることができるかが、その後の
学習に大きく影響すると考えられる。導入で感動す
るような授業を行えば、児童はその後の学習内容に
興味、関心を持つに違いない。更に、学習への取り
組み方の変化、学習意欲の増加が期待でき、学習内
容の習熟度が向上すると考えられる。すなわち、授
業の導入で児童に感動をもたらすことは、学習効果
に良い影響を与えることができると予想できる。
　そこで、児童に様々な方法で感動を与えるような
導入場面を設定し、どのような感動因子がその後の
学習に影響していくのかを、導入授業の実践を通し
て調査し、感動体験と学習効果との関連を明らかに
することが本研究の目的である。

 
　自然現象や自然の景観は全ての人々に平等に供給
されているが、受け止める側の自然認知能力の度合
いによって、直面する自然をどの程度受容できるか
は変化する。理科とは主に自然現象を扱う教科であ
るため、多くの自然を受容することが理科の学習を
する上で重要な役割を果たすと考えられる。　
　感動には過去への拘りを断ち切って未来に向けさ
せるという思考転換効果がある（戸梶, 2001） 2)とし、
大学生を対象に行った感動に含まれる感情調査であ
る感動カテゴリー調査は、喜び、悲しみ、驚き、共
感・同情、尊敬、達成感、素晴らしさの順で感動が大
きいと報告されている。本研究では、実物大の「は
やぶさ２平面模型」を製作し、児童による搭乗体験
を行った（図１）。これより、大きさや本物らしさが
感動に大きく影響していることを示した（下村・高* 本研究は武蔵野大学教育学部に於いて、2019年度に取り組んだ
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橋, 2019） 3)。また、石田他（2017） 4) は、感動要素に
は感情の高ぶり（Sense）、知見拡大（Think）、体験拡
大（Act）、関係性の拡大（Eelate）の STARフレーム
ワークを用いて感動の時間軸配置の分析を行ってお
り、感動が大きいほど感動は継続され、多方面に影
響が及ぶことを示している。
　児童においても同様に、感動がその後の学習や生
活に影響を及ぼすと考えられる。理科の授業や自然
体験において自然事象を認知した時に、児童は何ら
かの感動を想起する。つまり、如何に自然事象から
大きな感動を児童に与えることができるかが、自然
をより受容することができる児童を育む となる。
その過程で発生した感動体験は、理科の学習におい
て自然への興味関心を高め、科学的な見方を身に付
けることにもつながると考えられる。
　感動は、学習において学習意欲や学習効果に密接
に関連すると考えられるが、心理学研究において感
動の研究はほとんど行われていない。その理由とし
て戸梶（2004） 5 ) は、英語圏に感動に対応する名詞表
現が無いことを指摘し、この心理学研究動向は日本
でも同様であると述べている。感動そのものを対象
とした研究は皆無に等しいが、関連する効果として
動機付けに関する研究は多く見られる。心理学でい
う動機付けは、学校教育では学習意欲に関わると解
釈し、学習意欲に関する研究も多く見られる。ま
た、驚きや概念 藤を引き起こす知的好奇心、学習
意欲の持続につながる有能感を育てるための成功体
験の必要性、それと密接に関わる自己決定感（藤田, 
2005） 6) など学習場面から学習意欲に焦点を当てた
研究も多く見られる。
　しかし、動機付けや学習意欲の要因を感動と捉
え、感動因子から学習意欲や学習効果を調べた研究
は見られない。本研究は、感動に焦点を当て、その
初期過程を研究対象とする点に研究の新規性があ
る。感動研究により、学習意欲や学習効果を研究す
る新たな道が拓かれると考えられる。

　
　本研究では図２のように、感動因子の調査、調査
協力校の選考、調査用紙の作成、導入教材の制作、
実施校との打ち合わせ、授業実践、調査実施、デー
タ入力と解析、報告書の作成を計画した。今回は、
中間報告として主に 2019年３月 29日～2020年 3月
24日の期間に行った内容について報告する。

　　

　　

　
　本研究は、自然認知の最初の段階での自然事象と
の出会いにより感動が生起する場面に着目した。こ
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感動の事象・感動の理由
① 大きさ（スケール因子）
② 古さ・歴史（タイム因子）
③ 本物みたい（真性因子）
④ 精密・細かい・複雑さ 
⑤ なるほど感・理解する 
⑥ 美しい（美的感覚）
⑦ 安心感（癒し因子） 
⑧ 可愛い（愛着因子）
⑨ 親しみやすい（親密感）
⑩ 素晴らしさ 
⑪ 驚き・刺激 
⑫ 意外性　
⑬ 珍しい・希少性 
⑭ 初体験・新たな経験
⑮ 予期できないこと
⑯ 不思議
⑰ わくわく感 
⑱ 触る・触れた
⑲ 操作・動かした
⑳ たくさんあった・数量 
㉑ 画像
㉒ 動画 
㉓ 音 
㉔ 達成感
㉕ 尊敬 
㉖ 思いやり・愛情 
㉗ 喜び 
㉘ 曖昧さ 
㉙ 不調和 
㉚ 悲しみ 
㉛ 恐ろしさ
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れまでの先行研究には、感動をテーマとした研究が
少ないため、感動を評価する因子が確立されていな
い。そこで、児童が自然事象と直面し、その中から
不思議さや疑問点を見つけ感動に至るまでの諸過程
を考察したい。そのためには自然事象と直面したと
きにどのような感動が生起するのかという、感動に
よる学習効果を評価するために必要となる適切な感
動因子（感動尺度）を決める必要がある。そこで、東
京ディズニーシーにおいて環境要因から感動因子を
分析する調査 7) を行った。
　実際にテーマパークを訪れて園内にある 25 箇所
の自然事象を表す模型やレプリカを抽出 8, 9) した。
それぞれぞれの特徴や、それを教材、教具として自
然事象と見立てた時に、児童の感動がどのように生
起し、自然事象を受容していくのかということを評
価し、各事象ごとの分析から抽出した31項目の感動
因子のすべてについて５件法で評価した結果を表１
に示した。
　平均値の上位 15項目は、精密・細かい・複雑さ、
大きさ（空間スケール因子）、本物らしさ、古さ（時
間スケール因子）、なるほど感、美しい、素晴らし
さ、驚き、珍しさ、初体験、予期できないこと、意外
性、不思議、触ること、わくわく感、の順となった。
これより、感動因子の３大因子は、「精密・細かい・

複雑さ」、「大きさ（空間スケール因子）」、「本物ら
しさ」、である。
　一方、人間関係に起因する感動因子である尊敬、
思いやり、喜び、悲しみの４項目については、評価
できなかった。これは、自然や環境に介在する事象
には、人間関係に起因する感動指標は当てはまらな
いと推察できるからである。

 
　東京ディズニーシーにおいて実施した環境要因か
ら得られた感動因子の分析および知見から、感動因
子として 15因子を指標とし、５択の自記記入式によ
る調査用紙を作成することにした。調査は、導入指
導が２学期に実施されるので、１学期末に事前調
査、導入指導の実施直後に印象調査、単元終了直後
に事後調査、３学期の６年生の卒業前に追跡調査の
実施を計画した。
　各調査の調査概要と調査紙、調査実施時期は以下
の通りである。
① 事前調査（図３）
　事前調査では、被験者の自然体験の有無、理科へ
の興味関心、理科学習の有用感、感動体験、５年生
の「流れる水のはたらき」の単元の習熟度を調べる
基本問題で構成した。可能な限り、得られた感動と

　



学習効果との関係性のみを調べるため、被験者の経

験により異なる条件や学校差を補正することをねら

いとした。

●事前調査 (A3両面印刷 l枚）

●実施 (1学期終了前）

令和元年 7月 12B（金） ～19 B（金）
1学期の最終週に実施

②印象調査（図4)

印象調査は、導入授業終了直後から翌Bに実施し

た。導人教材からえられた感動、感情の変化、その

感動から受けた影響、理科学習の有用感、理科分野

の興味関心を調森する項目で構成した。最後の設問

では、導入教材についての感想の記述を求めた。

●事前調在 (A4両面 l枚、 2ページ）

●実施 (2学期） 「大地のつくりと変化」単元導

入授業の当日、または翌日

③事後調査（図5)

事後調壺は、「大地のつくりとはたらき」の単元が

終了した後に実施し、導入教材の感動が持続してい

るかを確認することをねらいとした。そのため、感

動の変化、今後への影響、理科学習の有用感、理科

分野の興味、自然体験有無で構成した。また学習効

果との関連を調べるため、「士地のつくりと変化」の

習熟度のデータを得るための設問を作成した。事前

調壺の習熟度は基本問題で構成しているが、事後調

査では、新学習指導要領において育成すべき資質・

能力として挙げられている、知識・技能に加えて、思

考カ・判断カ・表現力を問う設問で構成した。

●事前調査（A4両面 l枚）

●実施 (2学期） 「大地のつくりと変化」単元の

全ての授業が終了してから 1週間以内

④ 追跡調査（図5)

追跡調査は、事後調査と同一の設問とした。事後

調査から期日を空けるため、 3月の実施を計画した

が、新型コロナウイルス感染症対策として全国の小

学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等におけ

る一斉臨時休業が3月2H （月）から春季休業の開

始日まての間、実施された。これに伴い、追跡調査

は原則中止とした。

●事前調査 (A3両面 l枚）

●令和2年3月1日以降（卒業式まで）

(3)導入授業調査協力校と被験者数

調査の協力校は、東京都 11校、神奈川県7校、新

潟県4校、ベトナム 1校の合計 23校となった。調

査校における各調査の被験者数を表2に示した。ま

た尊入教材ごとの各調査の被験者数を表 3に示し

た。被験者数は、事前調査 1640名、印象調査 1476

名、事後調牡 1522名、追跡調査343名、延べ4981

名で、児童を対象に事前調査、印象調査、事後調査、

追跡調査の質問紙調査を実施した。尚、追跡調査は

臨時休校措置に伴い原則中止としたが、 6校の学校

で休校の直前、登校日、卒業式に追跡調査を実施し

ていただいた。このため、実施率は 26%となった。

表2 調査校と被験者

小学校 導入教材
クラス 事前 印象 事後 追跡

計数 調査 調査 調査 調査

武蔵野市 関前南 レプリカ 2 50 50 49 2 170 

西東京市 碧山 化石3点 3 85 82 83 250 

けやき 骨格小 3 87 89 91 267 

渋谷区 猿楽 骨格小 1 32 24 33 89 

練馬区 大泉 対象校 2 65 59 124 

東 日野市 日野第七 骨格大 3 92 84 87 263 示． 

東光寺 発掘体験 220 
都

2 76 77 67 

町田市 町田第三 化石40点 3 98 90 92 280 

町田第五 化石3点 3 95 94 94 283 

鶴川第一 頭骨小 2 60 58 51 28 197 

レプリカ 1 29 31 29 30 119 

ぬいぐるみ 1 30 31 31 31 123 

鶴川第二 頭骨大 3 87 89 82 258 

海老名市 東柏ヶ谷 グループ 3 78 75 71 224 

柏ヶ谷 頭骨大 3 76 76 75 227 

神 大谷 骨格大 3 93 93 93 59 338 

奈 中新田 頭骨小 3 82 75 77 234 
JII 有鹿 ぬいぐるみ 1 28 27 24 24 103 
県 ビデオ 2 56 53 52 49 210 

南足柄市 福沢 頭骨大 3 92 89 81 86 348 

開成 骨格大 2 75 74 74 223 

新見附市 田井 グループ 1 16 14 13 15 58 

潟十日町市 中条 発掘大検 1 25 26 25 76 

県
東 頭骨小・ビデオ 2 36 36 

田沢 対象校 1 22 22 44 

↑ナムホーチミン 日本人学校 ビデオ 4 75 75 67 217 

計 55 1640 1476 1522 343 4981 

表 3 導入教材と被験者数

導入教材 クラス数事前調査 印象調査事後調査追跡調査 計

①骨格大 8 260 251 254 59 824 

②骨格小 4 119 113 124 28 384 

③頭骨大 ， 255 254 238 86 833 
④頭骨小 5 142 133 128 403 

⑤ぬいぐるみ 2 58 58 55 55 226 

⑥化石3点 6 180 176 177 533 

⑦化石40点 3 98 90 92 280 

⑧発掘体験 3 101 103 92 296 

⑨レプリカ作成 3 79 81 78 51 289 

⑩ビデオ 6 167 128 119 49 463 

⑪グループ活動 3 94 89 84 15 282 

⑫対象校 3 87 81 168 

計 55 1640 1476 1522 343 4981 
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小学校６年生の２学期の学習内容である「土地の

つくりと変化」の単元の最初の授業で、感動をあた
えることができそうな独自の教材・教具、授業案を、
感動因子をもとに作成し、普段の授業者（担任の先
生や理科専科の先生など）に理科の授業を実践して
いただいた。準備した教材教具は表３の①～⑪で、
最初の 15 分～30 分程度、これらの教材を扱い感動
を児童にあたえる授業を実践し、その後は普段の授
業に入っていただくこととした。
⑫の調査校は比較対象群で、導入では何も教材教

具を提示せずに授業を行った。また、⑥の導入授業
は、必要に応じて著者らが授業を支援し、⑪では著
者らが導入の１単元（40分）の授業を行った。

 
　導入授業で使用する教材・教具を製作または購入
して準備した。使い方の打ち合わせ資料を作成し、
協力校を訪問して打ち合わせを行った。

 
スケールが大きい教材として他の教材と比較す

る。モデルはティラノサウルスで、本物の約 5分の
１の大きさ。高さ１メートル、全長 2.6メートルで、
製作した教材の中では一番大きいサイズ。数分で組
み立てられ、保管で場所を取らないように工夫し
た。（材料：ポップコーア）

 
スケールの小さい教材として他の教材と比較す

る。モデルはティラノサウルスで、本物の約 5分の
１の大きさ。高さ 30センチ、全長 60センチ。数分
で組み立てられ、保管で場所を取らないように工夫
した。（材料：ポップコーア）

 
スケールが大きい教材として他の教材と比較す

る。モデルはティラノサウルスで、本物の頭骨と同
じ大きさ。数分で組み立てられ、保管で場所を取ら
ないように工夫した。（材料：ポップコーア）

 
スケールの小さい教材として他の教材と比較す

る。モデルはティラノサウルスで、本物の頭骨の約
５分の１の大きさ。数分で組み立てられ、保管で場
所を取らないように工夫した。（材料：ポップコーア）
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愛着や癒しから感動をあたえる教材として他の
教材と比較する。モデルはティラノサウルスで、

高さ 1.5 メートルの大きなぬいぐるみを使用。出来
るだけ、愛らしく、触り心地の良いものにした。
（Amazon で購入）

【（１）～（５）の指導案】
　恐竜と一緒に教室に入り、事前打ち合わせ資料を
もとに恐竜について説明する。恐竜に軽く触れさ
せ、よく観察させる。15分程度で行い、残り時間は
通常の授業を行う。（打ち合わせ資料：図 8～図 10）

アンモナイト）  
　操作を伴った授業として他の授業と比較する。本
物の化石に触れ、自分だけの化石レプリカを作り、
保管できるようにした。（材料：化石、油粘土、石膏、
絵の具、ラベル）
【（６）の指導案】
　本物のアンモナイト、または三葉虫を用いて、一
人一つ油粘土で型を作り、石膏を流し込んでレプリ
カを作成させる。作成した化石に色を塗り、化石の
名前を調べ、ラベルを作成、標本として大切に保管
させる。40分程度で行う。（打ち合わせ資料：図 11）

  
操作を伴った授業として他の授業と比較する。

本物の化石を発掘し、自分だけの化石を手に入れ、
標本として保管できるようにした。図 12 に化石発
掘体験試料の製作過程を示した。10 分程度の作業
時間で化石を母岩から取り出せる堅さの試料になる
材料の配分を最初に検討した。タッパー透明ケース
にラベルを貼り、クッキングシートに調合した母岩
にアンモナイト化石を埋め込み、乾燥させると化石
発掘体験キットができあがる。クッキングシートを
取り出し、発掘したアンモナイトをタッパーにも戻
すと、アンモナイト標本となる。（材料：化石、砂、石
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膏、スプーン、クッキングシート、タッパー透明
ケース、ラベル）
【（７）の指導案】
　一人一つ化石発掘体験キットと小スプーンを配布
し、化石に傷をつけないように、少しずつ掘り出す。
発掘した化石の名前を調べ、ラベルを作成、標本と
して保管させる。30分程度で行い、残り時間は通常
の授業を行う。（打ち合わせ資料：図 13）

 
　本物の化石を多数展示し、より多くの本物の化石
を見たり、触れたりすることができるようにした。
【（８）の指導案】
　展示してある化石を、新しい時代から古い時代の
化石に進み、地球上の生命の進化を るように観察
させる。20分程度で行い、残り時間は通常の授業を
行う。（打ち合わせ資料：図 15）

  　 
　本物の化石を 3点展示し、多い場合の授業と比較
する。少ない資料でも精密さがあり、詳しく見た
り、触れたりすることができるようにした
【（９）の指導案】
　マンモス、アンモナイト、三葉虫の３つの化石を
観察させ、触らせる。事前資料をもとにマンモス、
アンモナイト、三葉虫に関する説明を行う。20分程
度で行い、残り時間は通常の授業を行う。
（打ち合わせ資料：図 17）
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）  
映像資料による教材として他の従業と比較する。
画面の中で動く恐竜の姿を見て、恐竜が生きていた
時代を想像することができるようにした。
【（10）の指導案】
　「恐竜のビデオ」を視聴させる。約 15 分鑑賞後、
通常の授業を行う。
（打ち合わせ資料：図 19）
　

　  
　アクティブラーニングを伴ったグループ活動によ
る授業行うことにした。本物の三葉虫化石を 12 個
用意し、3～４人で１つのグループを作り、１個の三
葉虫の観察を行った。三葉虫模型（図20）、三葉虫の
資料（図 21）、三葉虫の体のしくみ（図 22）、地球生
命の歴史（図 23）がわかる資料を作成した。



三葉虫の体の仕組み
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図 22 三葉虫の体の仕組み 図23 地球生命の歴史

2,サ
図24 授業打ち合わせ （左から、恐竜骨格標本大、恐竜頭骨標本大、化石発掘体験、大地のつくりの研修会）

【(11)の指導案】

三葉虫化石を観察し、現代と古代の昆虫の体のし

くみについてグループで話し合い、生物の進化につ

いて話した結果を全体発表させ、最後に討議結果を

まとめた。 40分程度で行う。このグループ活動は、

2校、 3クラスで行うことになった。各指導内容の

差を無くすため、 3クラスとも著者が授業者となり

授業を行った。

5 授業打ち合わせ

(1)調査協力校の選定

1学期に電話により 27校の校長先生、副校長先

生、教頭先生に調査協力について打診した。研究対

象者（協力校、被験者児箪及び保護者）の研究への参

加、協力の自由意志、否定権を確保した上でお願い

した結果、調育協力いただける学校は最終的に 23

校となった。全ての学校を依頼時、または導入授業

の打ち合わせ時に訪間し、調査計画の概要、導入授

業の実施方法、調査概要、個人情報及びプライバ

シー保護の方法、研究結果の公表方法について説明

し、承諾を得られた学校を協力校に選定した。研究

の倫理的配慮として次の事項について確認した。

・提供されだ情報には追跡調査の都合上、氏名を記

入してもらうが、データ入力の際には匿名化して解

析する。

・研究で得られたデータにより個人が特定されるこ

とや、本調査により得られた個人情報を本研究のH

的以外に使用することは一切ない。

・学会等で研究成果を公表する際にも、個人情報の

保護については十分に配慮し、個人や機関名が特定

されることはないようにする。

・予測される対象者（参加者）の不利益とそれを回避

する方法および対象者が得る利益調査者での不利益

が生じないよう、最大限努力する。

・参加協力者に教材を配布し、調在への理解を図る。

(2)導入授業の打ち合わせ

2学期に製作した教材教具を協力校に運搬し、打

ち合わせ資料を使い、尊入教材の組み立て方、使い

方、導入授業の進め方などの打ち合わせを授業者と

行った（図24)。合わせて、調査紙の配布、回収方法

を確認した。

6 導入授業の指導実践

(1) 指導実践授業のねらい

協力校23校の内、 52クラスで 11種類の教材・教

具を使った導入授業を展開した（図25～図 27)。ま

図25 グループ活動の授業
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た3クラスは比較対象とするため、教材を使用しな

い導入授業を行った。

導入教材として製作、準備した教材教具による授

業で比較、検証する主なねらいは次の通りである。

①～④がスケール、精密さ、本物らしさの感動の

3大因子による感動の比較検証、⑤は愛着による感

動の比較検証、⑥～⑦は与える情報の数量による感

動の比較検証、⑧～⑨は操作を伴う活動による感動

の比較検証、⑩はビジュアル情報による感動の比較

検証で、⑪はグループ活動により、科学的な探求す

る学習、アクティブラーニングによる感動の比較検

証をねらいとした。

(2) グループ活動の導入授業実践

著者が行ったグループ活動について報告する。

三菓虫の化石を観察題材として提示し、体の仕組

みや構造などの観察を行う。そこで得られた疑問を

グループで話し合い、疑問解決のために資料、図鑑

を用いて三菓虫の体の特徴と他の生物とを比較さ

せ、地球生命の進化について考えさせた。

主体的・対話的・深い学びの探求学習 11）、アクティ

ブラーニングにより疑問（発見）から考えた仮説（観

察と調べたことから推測したこと）を検証（話し合

い）し、適応（古生物と現生の生物との比較から進化

についての考え方を把握）する科学的方法を体験し

たことによる感動をクラスで共有した。図 28は探

求活動中の教室の様子を、図29は三葉虫の観察事項

を児童がまとめたワークシートの一例である。図

30には本時の指導案を示した。

①本単元における目指す児童の姿

多くの児童が「昔いた生物の化石に典味がある」

と答えているため、単元の導入で本物の化石を見

せ、観察やグループ学習を通し、その生き物が生き

ていた時代や化石になった理由、化石になる前の姿

に興味をもつ。そして、理科の授業で知ったことが

地球の歴史を知る手掛かりになることや、学んだこ

とが人類の進化や身の回りの自然環境の変化につな

図27 骨格標本大による授業

図28 授業の様子

図29 三葉虫の観察（ワークシートの活用）

がっているということに気づく。

②本時のねらい

大地が長い年月をかけてできたことや生き物の進

化を感じるために、本物の化石に触れたり、現代の

生き物と比較したりすることを通して、大地のつく

りと変化に典味をもつことができる。

児童が理科でその仕組みを知ることや新しい発見

をすることが楽しいと感じるような授業展開を目指

す。

③ねらいに迫るための手立て

●本物の化石や昔に生きていた生き物の模型を用

いて、昔の地球の様子に興味をもたせる。
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●  今の生き物と昔の生き物を比較し、
共通点と相違点をグループで話し
合うことで、生き物の進化を実感

 させる。

　
各学校からの調査用紙の回収が終

 わった 12) 。今後は、調査紙のデータ
入力、感動因子を進める予定である。
詳細な結果は、今後明らかにしてい
くが、授業実践と調査紙を閲覧して得た知見、今後
の課題についてまとめておく。
　ディズニーシーで行った予備調査から自然現象や
自然事象を観察、体験することにより、感動の事象
は、感動の３大因子とした、「大きさ」、「精密さ」、「本
物らしさ」が重要で、それにより生起した感動の理
由として「なるほど感（これまでわからなかったこと
が解明できたこと）」、「珍しさ（珍しい体験ができた
こと）」、「不思議（不思議なことを見つけたこと）」な
どが挙げられた。こうして生起した感動が大きい
と、感情移入し、さらに感動が高ぶり、その結果と
して児童に影響が出てくることになる。相関係数の

　

高かった項目と相関係数を示すと、感動による効果
では、理科学習 科学への興味関心（0.707）。　感動
体験による期待値では、感動のたかぶり 興味関心
（0.651）、知見拡大 体験拡大（0.864）。感動の事
象・感動の理由と感動による効果では、感動のたか
ぶり なるほど感（0.711）であった。また、感動の
事象・感動の理由と感動体験による期待値では、理
科学習 なるほど感（0.711）、科学への興味関心
なるほど感（0.645）、科学への興味関心 珍しいこ
と（0.684）。感動による効果と感動体験による期待
値では、感動のたかぶり 理科学習（0.824）であっ
た。

Research on Space Education  Vol. 1
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　これにより、図 31に示したように感動が大きい
と、感情移入し、さらに感動が高ぶり、体験拡大が
知的好奇心に、さらには知的好奇心から興味関心が
高まっていく。その結果として学習効果だけではな
く、児童の興味関心が人生観にも影響することにな
ることが期待される。
　このような、自然現象や自然事象から児童が享受
する感動のプロセスを今後のデータ解析から明らか
にしていきたい。
回収した調査紙全てに目を通すことはできてい

ないが、一 したところ、独自の教材を用いた導入
授業により、児童に少なからず感動をあたえること
ができているようだ。その感動が何から想起された
ものなのか、どれほど持続し、学習に影響を与える
ことができるのかを解析することが今後の課題であ
る。
　しかし、プラシーボ効果やピグマリオン効果に
より、教師も児童も学習の成果に期待を持ってしま
い、調査紙の評価を高くつけていることが懸念され
る。また、独自に製作したものは壊れやすく、授業
中に形をとどめておくことができなくなることや、
組み立て方の違いにより完全な状態で授業を行って
もらうことができなかった学校があった。それで
も、授業を行ってくださった先生から、児童が大き
な恐竜骨格模型を見て目を輝かせていたこと、本物
の化石を手に入れて歓喜していたことなどを聞き、
この研究を行うことの意義を再確認することができ
た。学習効果の有無に依らず、自分の製作した教材
で、児童に何かしらの良い影響を与えることができ
たことは良い経験になった。
研究を行う上では、教材を一から作ることにも苦

労したが、何よりも調査紙を作ることが一番酷しく
感じた。児童の目線に立って項目を考えること、
徐々に難度を変えた問題を作ること、知りたいデー
タを得るためにはどのような言い回しにしたら良い
のかということなど、調査紙を選定することに多大
な時間を費やしてしまった。その為、調査が遅れて
しまい、計画通りにデータを得ることができなかっ
た。調査日が遅れ、学校にも迷惑をかけてしまっ
た。研究というものを安易に考えてはいけない、責
任を持って調査をしなければいけないということも
学んだ。
　今後も研究を続け、協力してくださった方々に成
果を届けることができるよう、尽力したい。

 
　最後に、共同研究者として一緒に研究を進め、適
切な指導を賜った指導教官の高橋典嗣教授に感謝い
たします。時に厳しくご指導いただいたこと、また
優しく励ましてくださったことを通して、自身の至
らなさを実感することができたことは今後の努力の
糧になるものであります。
　また、研究に協力していただいた小学校の校長先
生を始め、多くの先生方、児童の皆さんに心から感
謝いたします。これからも小学生が楽しく授業を受
けられることができるような取り組みをしていきた
いと思うことのできる研究となりました。ありがと
うございました。
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